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B イネ科牧草病害文献目録
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考察.日農化誌21(1) : 9 

7. 阿部善三郎(1968)芝生地の土壌伝染性病害の防除法.農および園43(4) : 698 
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特別報告3・61-75 

12. 赤井重恭・福富雅夫(1964)黄化萎縮病権病越年性禾本科植物におけるmasking
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特別報告3: 61ー75

13. 葵 一八・内村忠道(1962)九州の中部平坦地および高冷地人工草地における飼料

作物の病害発生状況.九州農業研究24 154ー155

14. 葵 一八・松本聡(1962)イタリアンライグラスの系統比較試験.九州農業研究

24 196 

15. 荒木隆男・島貫忠幸・佐藤倫造(1971)ォーチヤードグラス株枯症の発生について

(予報).日植病報37(3):175 (講要)
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について.日植病報40(2) : 117 (講要)
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雑 11(2):123 -131 

25. 江原 薫(1958)飼料作物学(下巻).567p.養賢堂.東京
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65 -82 (英文)

27 藤黒与三郎(1914)台湾培養植物の寄生菌目銅1).植雑 28(333) : 391 -396 

28. Fujioka， Y. (藤岡保夫)(1952) List of crop diseases in ]apan. 
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34. 福代和子・古田 力(1968)タリスグラス麦角病の施肥量と発病との関係.日植病

報34(3): 182 (講要)

35 福代和子(1969)ダリスグラスの開花習性と麦角病発生に関する 2. 3の知見.日

488-



草誌15(1) : 87. (講要)
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植病報26(5):233-234 (講要)
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44・後藤寛治(1969)個体植えによるオーチヤードグラス品種の評価.北海道農試案報

94 : 79 -92 

45. (後藤寛治J(1969)昭和44年度の新品種解説，オーチヤードグラス「キタミドリJ.

農業技術24(9) : 432 

46・後藤和夫・山中 達(1960)ハノレガヤ (Anthoxan thum 0 dor a tum L.)のイモ

チ病.日植病報25(1) : 48 (講要)

47・後藤 誠(1965)牧草種子大巾に増加，相変らず多い麦角混入.神戸植防情報406
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48. 原摂祐(1921)静岡県病菌管見 (61).静岡県農会報. 268 

49. 原 摂祐(1928)東亜菌類誌.静岡県農会報361: 22 

50. 原摂祐(1932)実験作物病理学. 975p.養賢堂.東京.
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62. 平根誠一(1953)雪下における Pythium属菌の種類及び分布と病原性.北陸病虫
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64. 平根誠一(1960)麦類褐色雪腐病の研究，特に病原菌の分類について.日菌報 2(5)

: 82-87 
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